
筑波大学大学院人間総合科学研究科教育基礎学専攻 f教育学論集i第 6集 2010.3

はじめに

「文法Jの図像学

一歴史的アプローチー

安川哲夫*

社会史から文化史へと歴史研究がシフトしていくなかで、図像のもつ史料的価

値はますます高まってきている。教育史研究においても同様の傾向が見られる

が、図像を正面に据えて分析した研究となると、そう多くはない。とはいえ、注

目すべきものはいくつか存在する。 1976年にスタートした「教育図像プロジェク

トjのディレクタ一、エアーズ・パグリー (AyersBagley)の一連の研究は、そ

のひとつであろう。

パグリーは、中世の大聖堂玄関や教会建築に友Ijまれた装飾彫刻、また中世写本

の細密画や16・17世紀のエンプレム・ブックなどに描かれてきた教育テーマ、た

とえば、「学校のオオカミ」、「学校のロパj、「学校のイエスム「聖母:を教えるアン

ナj、「教師ケイロン」、[クピドの教育J、「ヘラクレスの選択J等を取り上げ、さ

らにはコメニウスの『世界図会Jl (Orbis Sensualium Pictus， 1658)やパセドウの

『基礎教科書CJI (Elementarwerkes， 1774)に収められている図版を対象に、中世か

ら近代を通して、ヨーロッパの人々が子ども、成長、教育、学習、学校などにつ

いてどのようなイメージを形造ってきたかを明らかにした。 1980年代から90年代

前半にかけて集中的に発表された彼の論考は、現在ウェブ上で公開されている

「教育図像ヴアーチャ jレ博物館J(The Virtual Museum of Education Iconics) 1)でも

読むことができるので、バグリーの「教育図像研究Jについてここであえて説明

する必要はないであろう。

ところで、本稿が分析の対象に据えている f文法jの図像に関しても、バグリー
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はすでに1990年の論文一一「教師としての文法J一一一で独自の分析を試みてい

る2)。後に見るように、類型論を用いて行われたその研究は、文法図の多様性を

浮き彫りにした点で意義あるものであったが、タイプの異なる図像が、いつ、な

ぜ、何を根拠に生まれ、ある特定の時代に発展していったのかという、摩史的問

題については不問に付されたままであった。この点に私はバグリーの密像解釈学

的アプローチの限界を感じるし、歴史的アプローチを採る私の研究との決定的な

違いがある O

本稿では教育のイメージ変化の問題に焦点が当てられているが、大きく見れ

ば、そこで追求されている課題は二つある。ひとつは、歴史的コンテクストを考

慮、して、パグリーのものとは異なる文法函像の諸類型を創り出すこと O そしても

うひとつは、教師が生徒を教える授業場面で文法を表象するという、文法図像で

はオーソドックスであった表現様式の誕生、変遷、発展のプロセスを解明するこ

とである。後者の分析には、近代的な教育イメージの誕生を示す重大な変化が、

15世紀末のイタリアの文法教科書の挿絵のなかで、起こっていた、とする仮説を検

証する狙いもある口

なお、ここで文法図像として扱っている f文法jは、 5世紀のマルテイアヌス・

カペラ (MartianusCapella)が主著『フイロロギアとメ jレクリウスとの結婚j(De 

間戸tiisPhilologiae et Mercurii， 410 -27)で確立したとされる 7自由学芸一一文法

学、イl多辞学、論理学、算術、幾何学、音楽、天文学一一の文法学を指している O

ちなみに、言語に関わる前三者を「三学 triviumJ、数に関する後四者を「四科

quadriviumJと11乎んで区分したのは、セピリャの大司教イシドルス CIsidorusda 

Sevil1a， 560? -636)で、 17自由学芸 septemartes 1iberalesJというタームを最初

に使用したのは、アーヘンの宮践でカール大帝の文教政策を推進していったアル

クイン (Alcuin，c. 735 -804)の弟子で、フルダ修道院学校長でもあったラパヌ

ス・マウルス (RhabanusMaurus， 776 -865)である。

1.先行研究批判

7白l語学芸の基礎におかれ、その学習が学問研究や教育の出発点を形成してい

た文法は、実にさまざまな姿をとって表現された。他の学問図像と比較しでも、
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「文法jの図像学

文法ほど変化に富んだものは他にない。これはイメージ制作者たちの問題ではな

い。ましてや、絵師たちが「面白い絵をつくることに挑戦したJ3)結果でもない。

文法図が多種多様な表現様式をとるのは、一般的には、その時代その社会におい

て支配的であった教育 -学習観、人間観や学問観、さらには、それらと密接な関

係にある徳や悪徳に関する考えが反映された結果でもあった。それが時代によっ

てときに大きく変化するのもこのためである。このようにそれ自体で歴史的個性

を有しているがゆえに、文法図は今日まで歴史研究者や図像研究者たちの興味 -

関心を惹きつけてきたのだった4)。

歴史上最初の文法イラストは、よく知られているように、カペラの蓄を補完す

るためにオーセールのレミギウス (Remigiusof Auxerre， c. 841 -c. 904)が900

年頃に著した注釈書に収められている細密画(図 1)である5)。それは屋内で教

師が19人の生徒たちを教えている授業風景を描き出しているが、教師・生徒(集

団).教場が常に文法図の構成要素であったわけではない。授業場面以外でも文法

12<]は数多く制作されたし、授業風景をイメージして描かれた図にも、教師や生徒

たちの動作や身の処し方に関して重大な意義をもっ変化が認められた。したがっ

て、こうした表現様式の違いに着目すれば類型化は可能であるとする考えも、当

然のことながらある程度の妥当性をもって成り立ってくる。だが一体何をもって

分類の基準とするのか。

バグリーは、 10世紀から18世紀までの文法図像からとった100近くのサンプル

を三つの観点を設けて分類した。第一は、文法の学習を促すのに教師は体罰を用

いているか否かという観点。これはかなり重要な分類基準で、彼はこう主張す

る。「文法のイメジャリをより劇的に区分する目安のひとつは、鞭を振るって体

罰を加えている人物 body-strikerがいるかいないか、つまり、暴力モチーフの有無

であるJとへこれによって文法図は「厳しい文法」と「優しい文法Jとに大Bり

される。ちなみに、打数しい Tough/優しい TenderJという概念は、彼自身は論

文のなかでは一言も触れていないけれども 、美術史家 ドウランテ ィーニ (Mary

Frances Durantini， 1983)が17世紀のオランダ絵画を分析した作品ですでに提出し

ていたものである7)。次にバグリーは、文法の学習が営まれているのは学校(ない

し教室)の内か外かという場の観点を提出して、「学校(教室)の教師としての文
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法jと「教室の外の文法」とに分ける D 第三は、文法の擬人像は男性か女性かと

いうジ‘ェンダー的観点である O かくして彼の1990年の論文は以下のような日次構

成をとることになる。

序

1.教室の教師としての文i去

ll.厳しい文法と優しい文法

盟.教室の外の文法

拡大されたメタファー

医者と薬

乳母と授乳

庭部と水

門番としての文法

としての文法

lV.文法と男性教師

V 図像学的概要

VI 結論

教師が子どもを裸にして鞭で叩く「厳しい文法jから、母親が幼児を抱いて授

乳する「優しい文法Jに至るまでの図像パターンを描き出すことで、バグリーは

一体何を言わんとしたのだろうか口確定的なことはさして語られていないが、強

いて言えば、以下の引用に答えのひとつを求めることができるかもしれない。

「全体として考えると、厳しい文法から優しい文法に至るまでのさまざまな文法

は、子育てや教育心理学の競合的考えを視覚的に反映している。厳しい文法の伝

統は、どちらかといえば、修道院学校や司教座聖堂学校と IUJ係しており、優しい

文法は宮廷学校と関係している O 庭師タイプのような優しい母親=文法は成長や

養育のメタファーと、また鞭を振るって養育する文法は規律と養育に関係してい

るoJ8)

パグリーは「厳しい/優しい」という基準にとらわれすぎているように思われ
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る。この対概念をドランティーニは文法の表現様式の変化を説明するために使用

していたが、バグリーはそれを図像の類型化に適用した。その結果、文法図像は

すべて「厳しいjか「優しいJかといったこ項対立で仕分けされてしまい、図像

のもつ歴史性は捨象されてしまっているのである。言い換えれば、学校教師から

鞭打たれたことを家に帰って訴えても親たちは笑って済ませるだけであった、と

いう少年アウグステイヌスが経験した教育実践も、またシェークスピアが『お気

に召すままjで描いた、不承不承学校に通う生徒が見せる「のろのろ歩く蛸牛」

のような姿や彼の口から発せられる愚痴も、向ーの次元で処理されてしまうので

ある。

さらに言えば、図像に表出した暴力モチーフの有無だけで議論することの問題

点を指摘しなければならない。なぜなら、体罰が日常の教育実践の中で常態化 し

ていれば、また子どもの学習の動機付けや規律の形成にあたって体罰が必要で、あ

ることが社会全体で広く受け容れられている時代にあっては、それを視覚化しよ

うとする試みはなかなか起こってこないからである O 逆に言えば、それを描しEて

表現し ようとする試みにこそ、社会の意志の現れを見て取ることができるのでは

ないだろうか。そうであるならば、鞭をもった教sfIiや体罰の様子を描くことで教

育を表現しようとするIzJ像類型は、一体いつ頃生まれ定着していったのかという

問題こそ、真っ先に問われるべきではないだろうか。一方、子どもたちの養育、

駿、学習、教育といったものがそうであったように、彼らがはじめて文字に接し

悪戦苦関するラテン詩文法の学習がさまざまなメタファーを用いて表現さ れてき

たこともよく知られている O こうしたメタファーの使用は、現行の支配的な文化

実践を批判し変革する意図をもっている O そうであるならばなおさらの こと、

オーソドックスな文法図像のスタート点を画するという作業と並んで、体罰とは

異なる イメー ジやメタファ ーで文法を表象 しようとする図像が、いつ頃、何を根

拠に出現してきたのか、またそれを普及-発展させるのに背後で{動いた歴史的-

社会的・文化的要因は何であったのかという問題も、真剣に取り組まなければな

らない教育史研究の諜越で、あるように思われる o

以上の観点から、本稿では、バグリーとは考察の)11真番が反対になるが、まず最

初に、拡大されたメタファーを用いて文法を表現した図像を分析してその歴史性
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を明らかにし、次に、教自IJが生徒を教える姿で文法を表象するという伝統的な図

像類型の成立と発展過程を跡付けていきたいと考えている。

ll. メタファーとしての文法

1. I梯子j

中世初期に文法が単独で描かれることはほとんどなかった。多くは 7自由学芸

の一部ないしシリーズの一環として描かれたものである O しかも自由学芸は中世

キリスト教社会にあっては異教の世俗学問であると考えられたため、それ自体を

独立して表現することは稀であった。多くの場合、それは哲学(後にはや11学)と

結びついてシンボルやメタファーで表わされた。古代末期の哲学者ボエテイウス

(Anicius Manlius SeverInus Boethius， 475?/480? -524?/525?)が創出した哲学図像

に描かれた自由学芸は、そうしたシンボル表現をとった図像の典型例であった。

ボエテイウスは、中世の学校や大学で、|幅広く使用されることになった算術や音

楽の教科書この編纂者として、またアリストテレスの f論理学jやプラトンの諸著

作をラテン世界に伝達した人物として、教育史上でもよく知られている口しかし

彼の名を不朽のものとしているのは、主著 f哲学の慰めj(De consolatione 

philosophiae)の著者としてである O この作品は中世:を通して一貫して高い人気を

博し、哲学入門書として広く読みつがれた。そしてその中で彼が創案した哲学の

イメージは、 12・13世紀のゴシック建築の大聖堂に刻まれた彫刻やステンドグラ

スを通して広く知られるところとなり、哲学図像の定型作りに決定的役割を果た

した。

ローマ貴族の出身で、宰相の地位にまで昇ったボエティウスは、晩年政治的抗

に巻き込まれて失J}~) し、 523年に投獄され処刑される o r哲学の慰めjは彼が獄

中で、書いた作品で、あるが、哲学の描写も、そうした獄中の彼の前に突如現れた「気

品のある身なりをした婦人」という形をとりスタートする9)。彼によれば、この女

性「哲学jの衣服は極細の糸で入念に織り上げられており、そこには梯子状の階

段模株が描かれていた。しかも階段の下の裾の部分には、実践哲学(プラクシス

またはプラクティケー)を意味するギリシア文字の π(ピー)が、そして胸のあ

たりには、理論哲学(テオリアまたはテオリティケー)を意味する e(テーター)
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が織り込まれており、人はその 7つの階段を順次登っていくことで哲学の高みに

達することが日音示されていた。この階段こそ 7自由学芸で、文法は階段の一番下

の踏み段にその名前が記されている O

ライプチッヒ大学図書館蔵の1253年頃に作成された写本挿絵(図 2)は、王冠

を戴き、右手に本、左手に務をもった女性「哲学jを、正面を向いた立ち姿で頁

の左半分ほととを使って描写している O 胸元の襟と裾に刺繍が施された縁飾りのつ

いた緑色の豪華な衣服には、踏み段に 7自由学芸の名前が書き入れられた梯子が

大きく描かれている 10)。また13世紀の f哲学の慰めjの写本口絵(図 3)に描か

れた「哲学jの梯子状の帯には、「理論的生は観想的生であるJ(上から下へ)と

「実践的生J(下から上)の銘が記されている 11)。自由学芸の梯子を図案として描

いた哲学図像としては、これ以外に、獄中のボエテイウスを訪ねた「哲学jを描

いた1485年版の写本挿絵一一ゲント大学図書館蔵のものとアメリカ議会図書館蔵

のもの(図 4)12)一一一、それに玉座に座った哲学を描いたデユーラー (Albrecht

Durer， 1471 -1528)の1502年の木版画(図 5)などがある 13)。

なお、現実の世界から理念の世界へと飛刻する哲学の偉大さを、 12・13世紀の

人々は、哲学の擬人像の頭に雲をたなびかせたり(たとえば、ラン大聖堂北バラ

窓やサンスの「哲学J彫刻)、また哲学の上半身の周りに様式化された星や太陽や

月や雲を配することで表現したが14)、これは後には哲学の擬人像に翼をもたせる

ことで統ーされていく O この種の哲学図像は、 1503年にフライブルグで出版され

たグレゴリウス・ライシュ (GregoriusReisch， 1467 -1525)の『哲学宝典j

(Margarita Philosophica， Friburgi， 1503)のタイトル頁 (IZJ6 )や、 1760年にアウ

クスブルグで出版されたヘルテル版のリーパ『イコノロギアj(Hertel ed.， Ripa's 

Iconologia， Augsburg， 1758 -60)でも確認できる 15)。

哲学と 7自由学芸との組み合わせは、中世全体を通して頻繁に使用されてい

く。哲学が徳性の教師、学問の母として位置づけられたこともあって、この一連

の図像類型では、 7自由学芸は一般に哲学に仕える乙女たちとして表現される。

そしてときには、 13世紀のアリストテレスの f形而上学jの写本に描かれた細密

画(図 7) 16)のように、信者や子どもたちを庇護するマン トを広げた「慈悲の聖母j

像と類似の構図を採って描かれる場合もあった。
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1~ll 

I~ 2 図3

図 l レミギウスのカペラ 『結婚j注釈書の 「文法J、900年頃

図 2 ボエテイウス『哲学の慰めjの写本挿絵、1253年頃

.、、.

図 3 Iボヱティウス と哲学」、ボエテ イウス 『哲学の慰めjの写本lコ絵。 13世紀
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関4

1:2:15 

i盈6 図 7

Izl4 Iボエテイウスと哲学j、ポエティウス[哲学の慰めjの写本挿絵、 1485年

1:2:15 アルブレヒト・デューラーの木版画「哲学」、 1502年

関6 I科学と 7(cl rll 学芸j、グレゴリウス・ライシュ f哲学宝~Il.~ のタイトル真、 1503年

間 7 I官学と 71:'] 11=1学芸J、アリストテレス『形市j二学』の写本挿絵、 13世紀
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2. I柱J. I階段J

中山:初期に文j去をはじめとする 7自由学芸が明確なイメージで表現されてこな

かった理由のひとつは、それがいまだキリスト教社会の中で、正統性をもって認知l

されていなかったからだと思われる。通史では一般に 5世紀のカペラで 7自由学

芸は完成したとされるが、彼の作品はその奇妙なラテン詰のために 9世紀後半ま

で十分に浸透しなかった。その間の空白を埋めたのが、カッシオドルス

(Cassiodorus， 477/480 -570/583)やイシドルス、アルクイン、ラノtヌス・マウル

スといったカロリング・ルネサンス矧の学者たちであった。彼らは、アウグス

テイヌス (AureliusAugustinus， 354 -430)が『キリスト教の教えJ第二巻第40章

「異教徒の学問の効用」で説いていた教え、つまり、異教徒たちの世俗学問だから

といって頭から嫌悲し否定するのではなく、そこには真理探究や用いるのがふさ

わしい 1~lltl~芋芸や有益な道徳律も含まれているのだから、キリスト教的に利用す

れば、きっと聖書珪!解と布i音伝道にも役立つはずである、とする学芸観を発展さ

せていったJ7)。カッシオドルスは 17Jという数字に着目して自由学芸を聖書注

解のための基礎教養として正統化した。彼のシンボル的理解はアルクインによっ

てさらに深められていった。彼は、「知恵は家を建て、七本の柱を刻んで立てた。」

(新共同訳 ri，夜言J9: 1)というソロモンのネ111殿とのアナロジーから、「知恵は白iJl

諸学芸の 7本の柱によって支えられている O そして、これら 7本の柱によるか、

あるいは 7つの階段によって高められるのでなければ、いかなる方法によっても

完全な知識にいたることはないJ18)、と主張した。

ボエティウスやカロリング矧の学者たちは、柱や階段のイメージを使って哲学

と7自由学芸との結びつきを強制していたが、オルレアンの司教でスペイン出身

の詩人テオドゥルフス (Theodulfus，ca. 760 -821)は、学芸と枢要徳とを一本の

木の校になる果実として描き出すことで相互に関連づけた。文法はここでは諸々

の学II::'Jや徳を産みUjす「根元」として位置づけられ、その意義が高く評価される

ことになる O テオドゥルフスは言う。

|これ(文法)なしにはいかなる学芸も作り出されない。その左手は革の鞭を、右

手は剣をもっている。鞭は怠け者たちを駆り立て、剣は悪徳をなぎ倒すために。

)
 

(
 

]
 



「文法」の図像学

知恵はいずこにおいても首位を保つがゆえに、「文法jの頭を王冠で飾った。J19)

テオドゥルフスの詩はアーヘンの宮廷の銘板を描写したものと言われるが、自

由学芸と徳の結びつきを「樹Jで表象し、文法学をそれらの「根Jとして見る考

え方は、やがて「知恵、の樹 arborsapientiaeJと総称される新しいタイプの図像表

現を生み出すことになる O

3. I樹J

1120年頃に St.Omerの聖堂参事会員ランベルトゥスによって書かれたイラス

トイ寸きの百科全書 fランベルトゥスの徳華の書j(Liber floridus Lambertic) は、

「知恵、の樹j の最も初期の事例であったといわれる (I~ 8 )20)。というのも、自由

学芸はイラストされていないが、様式化された植物の右側に 7自由学芸の名前

が、そして左側に聖霊の 7つの贈り物の名前一一「知恵、J、「賢明J、「熟慮J、「力J、

「知船、「信仰」、「神への畏れj ーーが書き記されていたからである。 I~ r=l3学芸と

翠霊の始り物との結合は、修道!境学校や司教座聖堂学校で世俗の知識の教育と聖

書の教育がプログラム的に連結され始めたことを示唆しているのかもしれない。

なお、 1440年頃にオラ ンダで作成された fカトリ ーヌ・ド・クレーブの時祷書j

も、聖霊の 5番目の贈り物である「知識Jを、教師と生徒のシーンでイラストし

ている21l。

「知恵、の樹j には、年齢段階と自由学芸とを組み合わせた~像もある。私が見た

のは、①パリ r;m立国会図書館蔵の1290年頃と推定されている写本(図 9)22)、②13

世紀後半から14世紀初頭にかけてドイツのカ ンプ Kampにあるシト一派修道院で

作成された写本『神学の鏡j(Stecu!um theologiae)に収められているフォリオ 6(図

10) 23)、①ロンド ンのウェルカム 医学史研究所蔵の15世紀初頭の南ドイツの写本

挿絵である (1~11) 24)。いずれも左右に 8つの枝をもった樹のデザイン構成であ

る。左の校は「自然Jと7つの年代で終わり、右の校は「哲学jと7つの学芸で

終わっている O 中央の木の上には聖三位一体が位置している。図10の『神学の鏡j

は図表(ダイアグラム)による図解だが、パリとロンドンの写本は擬人像ですべ

てを表現している。「聖三位一体Jはパリ版では図中央に王座に坐った神を大きく

11 



図8 函 9

IZllO IKI11 

図 8 r知恵の樹j、fランベjレトゥスの倍、華の書j、1120ij三頃

IKI9 r知恵の樹j、写本挿絵、 L290il三項

IZllO r知恵の樹J、作rl1学の鏡j、13世紀後半から14世紀初頭

図11 r知恵の捗tJ、写本挿絵の部分、 15世紀初頭
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「文法jの留保学

描くことで表されていたが、ロンドン版は木の最上部に円環で父なる神、子なる

キリスト、そして鳩で描iし1た。

今、人生の段階と自由学芸との対応関係をロンドン版を例に説明すれば、左国

の一番下では「自然、」が子宮の中の「胎児 embrioJで表現されている。右図の一

番下には学問の母である「哲学」が位置する。この真上に、床に直接座り、左手

に本をもち、 rabcdefJの銘を右手で指さしている少年が描かれている O これが

「文法Jで、中央から伸びた葉を茂らせた枝には、「文法に気をつけることで、私

はごまかさずに正しく話しているjのラテン諾銘がある。これに対応しているの

は、産着を着て揺りかごに入れられ、しかも落ちないように揺りかごにロープが

幾重にも張られている姿で表象されている「幼児 infansJである。ちなみに、そ

の上の二匹の蛇を手にもった「論理学」には、歩行器を押して人生の第一歩を記

す「子ども puerJが、そしてさらにその上の証書を手にした「修辞学」には、木

に止まった小鳥を弓矢で射ろうとしている「若者 adolescensJが対1芯している O

4. r職人・労働者」

12世紀のアラヌス(A1anusab Insulis， c.1116 -c.1202)一一仏名アラン・ド・

リール一一の『アンテイクラウデイアヌスj(Anticlaudianus， 1181 -84)は、写本

数が100以上にのぼり、 13世紀から15世紀にかけて新たな古典の一つに数えられ

ているが、 7自由学芸の図像の控史では少々特異な位置を占めている25)。作品そ

れ自体が寓意をふんだんに採り入れたきわめて文学的なもので、ストーリーの展

開が少々複雑であったことも影響しているのだろう、写本の絵師たちは構成に苦

労したようだ。図像制作者た ちは、まず、 7自由学芸の乙女たちを「賢慮

PrudentiaJが天上への旅のために乗る馬車を造る大工職人として描き出す26)0 r文
法Jはテクストでは馬車の車軸の前提となる心棒の制作を担当するが、図では森

で木の伐採に従事している姿で描かれる(図12)27)。シリーズとして描かれた各学

|渇!zlはいずれも、 上段に屋外で作業に従事 している擬人像を、そしてその棋ない

し下段に唱道者を描いている O

だが後半では、馬車の車輸を作る職人から一転して、自由学芸は自分たちが

作った馬車をヲ|く車夫として描かれる o Webに公開されているザルツブルグ大学

13 



図書館蔵の15世紀のカラー写本では、「賢慮jではなく、キリストの頭を手にもっ

た女性「神学 SacraTheologiaJが乗った馬車を、 7自由学芸の乙女たちが天界へ

と引き上げてし Eく様子が描かれている O ちなみに、「三学jは前方で肩にロープを

かけて馬車を引っ張り、「四科」は自分たちが作った馬車の車輸をそれぞれ支えて

いる O 最後尾で鞭を振るって 7自由学芸の働きぶりを指導している老人は、添え

きの銘によれば、「命題の教師ペトルス・ロンパjレドゥス」である(図13)刻。科

学の侍女としての自由学芸を表現するのに、アラヌスの図像が転用されているの

で、ある O

木を切って馬車を作り、 を乗せて運ぶというイメージは、デユーラーの師

ミヒャエル・ヴオ jレゲムート(対ichaelWolgemut， 1434 -1519)作とも言われる

1493年の木版画(図14) にも描かれているお)。ドイツ諾による簡単な解説が付い

ているが、きわめて興味深いのは、文法が農夫の姿をとって「種蒔く人Jのイメー

ジでも表現されている点である D ちなみに、修辞学は文法(=農夫)の労働の成

果を収穫して水車小屋に運び入れる「粉屋jであり、論理学は「パン職人Jであ

るO 文法から論理学にいたるこの図像の流れには、明らかに、“学芸とは知識では

なく技芸である'¥‘知識人は知を生産する職人である"という、より強いメッセー

ジが発せられている。

ところでアラヌスは、 fアンテイクラウデイアヌスjのなかで、労働者や職人と

は異なるもうひとつ別の文法のイメージを提示していた。子とともに乳を与えて養

育する母親のイメージが、それである。アラヌスは言う。

「彼女の乳房はみなぎる乳の流れに浸」る。「乳を与える母の胸を求める問、

その食べ物は幼児を育て、まだ固いものを食べられない幼児は液体で、養われ

るO その問乳飲み子の年齢は乳の杯を楽しみ、ただ飲むだけで、字しだけが食

べ物と飲み物になる。J30)

面白いことに、この母親は一方の手に鞭をもっている O なぜ、そうなのか。アラ

ヌスによれば、少年が過度に飲食するのを抑制し罰するためである口だが、この

鞭打ちの罰も、授字しという文法本来の機能によって和らけずられる O アラヌスの文

14 



「文法jの図像学
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図12 r文法」、アラ ヌス『アンテイ クラウデイアヌスjの写本挿絵、 15世紀

図13 r馬車を引く 7自由学芸J、向上

図14 ヴオルゲムー卜の木版画 「自由学芸Jの部分、 1493年
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法は、「同ーの行動で、父ともなれば母ともなる C 鞭で父の代わりを務め、乳で、母

の役を果たすJのである O

5. r授乳j

後-j:ftに与えたアラヌスの思想の影響を正確に測ることは難しいかもしれない。

だが、 14世紀のイタリアで、起こった、文法を鞭と乳房のメタファーで表現する図

像の流行には、アラヌスの影響を見て取ることができるだろう O 悪徳に対する美

1!ß~の勝手IJ を謡ったニッコロ・ダ・ボローニャ (Niccolò da Bologna， c. 1325 -1403) 

の「美徳と諸学芸jの図像(1355: 1:ill15) を例にとろう 31l。上段では 7つの美徳、

が各々の相反する悪徳を足元に踏みつけており、悪徳の擬人像は一様に脆いてい

るO 左から、〈正義〉、 <1時IJ毅)、〈節寄せ〉、〈賢明)、〈慈愛〉、〈希望〉、〈信仰〉。 下段

では 7自由学芸が間ーの図像学的タイプに基づいて描かれ、足元に学問の典型人

物をおいている。 左から、〈文法〉、(論理学〉、〈修辞学〉、〈算手jij)、(幾何学〉、〈音

楽〉、〈天文学〉。

偲と学芸との結びつきを強調したこの密像パターンの出現に関しては、 1970年

にロンドン大学にドクターの学位請求論文一一イマjレティアヌス・カペラから14

世紀末までの自由学芸の擬人化についてJ-ーを出したエヴァンス (MichaelW 

Evans， 1 970) がすでに一定の結論を出している O つまり、 I~像の源泉はイタリア

に遅れて導入されたスコラ とくにアウグステイヌスに対する関心の増大に

あったと 32)。エヴァンスによれば、自由学芸のテーマの一般化はスコラ主義に負

うている O スコラ主義の受容が遅かったイタリアでは、そのため、 13世紀後半に

ニコラ・ピサーノ (NicolaPisano， c. 1220 -1284)がシエナ大聖堂説教壇の中央

支柱土台 0265-68) に7gj自学芸と哲学の像を作るまで、学芸への関心は欠如

していた。その後、 7自由学芸の像は、ペルージアの洗礼盤 (N. Pisano作.1277 

78)、ピサ大聖堂説教壇の仁!コ央支柱土台 (GiovanniPisano作. 1302 -10)、オル

ヴィエート大聖堂の正面玄関、シエナのプブリコ宮殿 (AmbrogioLorenzetti作，

1338 -40)、フィレンツェ大聖堂の錨援のレリーフ (AndreaPisano 1'1=， 1334 -37) 

に相次いで、作られていくが、ピサを百Ijにすれば、各地の文法のデザインは教師と

生徒というオーソドックスなものであった。
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「文法jの国{象学

ところが、よく知られているように、アウグステイヌスとの対話形式で書かれ

たペトラルカ (FrancescoPetrarca， 1304 -74)の{わが秘密j(初稿、 1342-43)、

それに f聖アウグステイヌス名作選J(Milleloquium Sancti Augustini， 1345)のよ

うな文学作品をひとつの契機として、アウグスティヌスへの関心が高まってく

る。イタリアの絵師 Nicolodi Giacomoが描いた1355年の写本挿絵(スペイン冨立

図書館蔵)33)は、アウグステイヌスを上座に座らせ、その腐りに聖人、予言者、教

父たち、哲学者、それに徳、学芸、哲学、神学の擬人像をはべらせるデザイン構

成で、アウグスティヌスの勝手Ijを祝していた。こうした複雑で密集したアウグス

ティヌスの勝手IJの盟像から、徳、と学芸の部分だけを取り出して描いたものが、前

掲のニッコロ・ダ・ボローニャの図であった。

文法は左の乳房で子どもに乳を与え、右手に鞭をもっている O 論理学は二匹の

へピを手にし、胸に (ratio)の銘がある小さな顔を身につけている。修辞学は色

鮮やかなドレスを身につけ、巻物を手にしている。算術はアラビア数字の入った

書き板に尖筆を向け、幾何学はコンパスと L定規を手にしている。音楽はリュー

トを吹き、天文学は天体観測機の象限儀(四分儀)を手にしている。文法と論理

学が図像的にはユニークで、とくに後者の (ratio)の銘がある小さな顔はアウグ

スティヌス礼賛の図像と結びついた絵にしか見られない、とエヴァンスは言う。

椴と乳での文法の表現はアラヌスに拠ると思われる O 鞭をもっ右手人差し指が

立っているのは「指さしJの型に従ったものである O 文法が授乳の姿をとった背

景に、アラヌスや「慈愛J図像、あるいは「授乳の聖一母jだけではなく、「母:の乳

と共にキリストの名を吸い込んだJという f告白jでのアウグステイヌスの証言

も影響していたと考えるのは、考え過ぎなのだろうか。なお、左右それぞれの乳

房で子ども二人に授乳しているデザインをもっピサの「文法j彫刻(図16)につ

いては、諸説がある。アラヌスに基づくとするのが一般的だが、バグリーは、市

民を経済的、政治的に養う母としてピサ市を擬人化したものとする新解釈を提示

している O 筆者はむしろ、ほほ同時期(1321年頃)に出現したティーノ・デイ・

カマイーノ (Tinodi Camaino， c. 1280 -c. 1337)の f慈愛 CaritasJ彫刻 (IZJ17)

との関連で考える方が、その形式と内容からして、合理的ではないかと考えてい

るが、説得力をもって説明するまでにはなっていない。
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1"ill15 

1;;gj16 医17

臨15 ニッコロ・ダ・ボ口一ニャ酷「美徳と諸学芸」、写本挿絵、 1355年

@16 ジョヴァンニ・ピサーノ作「文法」、ピサ大聖堂説教壇、 1302-10年

国17 ティーノ・デイ・カマイート作 f慈愛」、パルデイ一二美術館、 1321年頃
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「文法Jの図像学

6. r扉J. r門j

アウグスティヌスの勝手IJを描く際に利用された、徳と学芸をセットにして表現

するという考えは、 7秘跡、 7徳、 7惑星、 7自由学芸、 7機械的学芸をすべて

一緒に提示したジヨットの鐘楼レリーフ (1334-37) や、スコラ学の「スンマJ

を視覚化したサンタ・マリア・ノヴ、ェラ教会スペイン人礼拝堂の「聖トマスの勝

利J(1365 -67)などの同時代の作品にも現れている。そこで顕著に見られるのは、

自由学芸を三神学徳や1m枢要徳の道徳資質と均衡を保つ知的特質として提示して

いくという視点である O 自由学芸のこうした地位の向上は、大学教育のカリキュ

ラムの構造にも変化をもたらしていくが、その変化が最もストレートに現れたの

は文法学であった。変化の予兆は、ジヨットの鐘楼の北壁を飾った(現在はフイ

レンツェ大聖堂付属美術館蔵)ルカ・デッラ・ロッピア (Lucadella Robbia， 1400 

-82)作の大理石彫刻「文法J(1437 -39:図18) に見られる O ロッピアは、教師

(おそらくドナトゥス)と二人の生徒の背景に半開きのf扉Jを搭き込むことで、文

法に新たな役割を付与した。つまり、文法を 7自由学芸のひとつとして位置づけ

るのではなく、ここを通ってはじめて真理探究ができる学問世界の入口であるこ

とを強調したのだ。}レカ・デッラ・ロッピアがその思想、をどこから入手したかは

定かではないが、文法教科書のタイトル頁にそのヒントがあったのではなかった

か、と私は考えている D というのも、イタリアで「ドナトゥスの文法J(Aelii 

Donati Grammaticale) という名で出回っていた初級教科書は、 4世紀ローマの文

法家アエリウス・ドナトゥスが作った文法書 (Arsgrammatica) とは違い、後に

f扉 Ianuaj として命名され区別されることになる以下のような一文をタイトル真

にもっていたからである D 表題のすぐ下に記された 8行詩の冒頭はこう語る O

f第一の学芸を学ばんと熱望する初学者である私は扉である。

私なしには何人も本当に熟練した者とはならないであろう・…。」

(“Ianua sum rudibus primam cupientibus artem. 

Nec sine me quisquam rite peritus erit.…. ，，) 

文法は fi.扉jであるとする思想は、 15世紀末、画期的な構図をもった絵画となっ
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て3JtilJ
1したo i女11;~哉の丘」と名付けられているその作 1171 で(図 19) 、フィレンツェ

派の町家は、サンタ・マリア・ノヴェラ教会のフレスコ画では横一列に配されて

いた 7自由学芸を、女千1¥1と典型人物ともども、段j王を使って立体的に配置したD

そしてその最上段に大司教の姿をした「判l学Jとトライアングル(聖三位一体を

象徴)をもっ女神を嵩き、その上空に、大きな虻に座り、天使たちにITIIまれて左

手に書物(聖書)をもち、右手で祝福を与える千111を摘し 1た。段階的に構造づけら

れた学問体系と教育の}Im序を図解したこの絵には、さらに画期的な出来事が起

こっていた。「文法」とその I]i~ 道者が他の学芸から完全に切り縦されているのだ。

しかも文法と他の学芸とを分かつ道具・手段として使われたのは「門」、それも背

景の自然の情景とは完全に不釣り合いなまでに近代的な「門」であった。文法の

女干rjl は、一番左下に座っている III~道者ドナトゥスから文法の初歩を学んだ二人の

子どもを快く迎え入れ、右手で大きな少年の頭を撫でながら、左手でソトさな子ど

もの手をヲ|し、て、これから学問の門をくぐらせようとしている。

1S03irにグレゴリウス・ライシュ (GregoriusReisch， 1467 -1525)が作った大

学教科書 f哲学宝典j(Margαrita PhilosoμZlCα， 1503)に収められた木版画「文法

像J(@20)は、「知識の」王Jの絵回表現をまさに教育的に翻案したものであった。

図には、レベルが呉なる三つの文法学習が、塔の外と内とで表現されている。基

礎文法は、アルファベットの発明者と信じられていた「ニコストラータ」と少年

のホーンブックから学び、学問としての文法学は、塔の 1I惜で「ドナトゥスJか

ら初級文法を、そして 2lí{~Tで「プリスキアヌス J から l二級文法をそれぞれ学ぶこ

とになっていた。ライシュの「文法」図についてはすでに別の論文で詳細に1食討

したのでここで多くを諸る必要はないが洲、ただ次の点はどうしても述べておか

ねばならない。それは、この図の最も重要なポイントは、「文法の基礎jの採人像

が鍵穴に鍵を差し込んで学!，U1の塔の門を開けようとするその動作にあるため、バ

グリーのように「門番 doorkeeperJというメタファーで控理すると、図の本質を

見H;~ってしまうのではないか、という点である O

鎚がこの般の文法図の l一!:J心にあった。かくして16世紀、鍵をもった単独の文法

{象が、 ドイツの版画家ハンス・ゼーバルト・ベーハム (HansSebald Beham， 1500-

1550)の「文法.J (1539)、ゲオルグ・ベンツ (GeorgPencz， 1500/1502 -1550)の

三o



「文法」のI:;{]像学

国19

1:;{120 

1:;{1l8 ルカ・デッラ・ロッピア作「文法J、フィレンツェ大聖堂付属美術館、 1437-39年

1:;{119 フイレンツェ派の画家「知識の丘J、コンデ美術館、 15世紀末

1:;{]20 グレゴ 1)ウス・ライシュ日立学宝~J~J の「文法J 、 1503年
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「文法J(c. 1541)、 PeterCorthysの f文法一学問への鍵の扉絵(1566)、ザル

ツブjレグ大学の「文法」彫刻(1570-80) に表現されてし 1くO ちなみに、 17世紀

後半のイギリスの文法教科書f未熟なプリスキアヌスj(1660)の扉絵の教師も、

手に鍵をもっている

なお、パグ 1)ーが「教室の外の文法Jというカテゴリーで分類したパレンテイ

ン・ボルツ (ValentinBoltz， 1515 -1560) の「文法の塔J0548:図21& 22) も、

ライシュの文法IZJとj司様、塔というアレゴリーを使い、 i答の門を開けんとする女

性で文法の擬人像を措いていたが36)、この図にはもうひとつ別の大きな特徴が

あった口それは、八つの品詞やその属性、活用変化などの各要素を社会の諾身分・

階層に属する人物表現を使って表し、かつ階層秩序的に構造づけていた点であ

るO こうした図像表現はもちろん生徒たちの記憶を助けるために考案されたもの

であるが、この時代の図像の特徴として注目に値する o r文法の;容jについてはす

でにミッテjレベルグ (Mittelberg，2002)が詳細な分析を行っているので、ここで

は1509年 のリ ングマン CMatthiasRingmann， 1482 -1511)の『図解・文法』

(Grammatiωfigurata) について少し触れておきたし¥37)。

この作品の狙いは、カードゲームの遊び感覚で生徒たちがドナトゥスの『小文

法J(Ars Minor)を記策できるようにすることにある O たとえば「国王は動認j、「女

王は副認」、「道化師は感H史認ム「修道士は分詞j等と八品詞がそれぞれカードに

イラストされており、その}詰屈には短文で各文法規則の銘がある O 質問があると

生徒たちはこのカードを見せて答えていくのである O 遊び感覚で文法を学んで、い

く方法の一環として、 16世紀初頭にメタファーの導入があったことは、教育史に

おいても特記されるに値する出来事であると思われる。

7. f7.1くやりj

植物に水をやる姿で文法を表象するイラストは、 1644年のフランス語版1)ーパ

の rlxl像学jが最初であった(図23)。ルソーが fエミールJ(762)で撞物栽培

とのアナロジーで教育を考察した視点と、この文法図像の出現とはいかなる関係

にあるのか。また、椴物に水をやる寓意で文j去を表現することは、古代ローマの

プルタルコスにすでにあり、スコラ学の発達で中世では一時途絶えていたもの
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「文法jの図{象学

の、ルネサンス期に再び復活し、チェーザレ・ 1)ーパ(CesareRipa， c. 1555 -1622) 

の「文法Joに結実したとする、ルドルフ・ウィトカウアー (RudolfWittkower， 

1938)の歴史認識はどこまで本当か。こうした問題意識から、私は f教育学論集

3 J (2007) で 1)ーパの各国語・各版の「文法Jのテクストとイメージを検討し

た38)。したがってここでは、この図像パターンの成立と特色に禄定して簡単に触

れるに留めておこう。

リーパの f盟像学JCIconologia， Roma， 1593)は、 16世紀に大流行した寓意図像

を集大成した作品で、ある O 項呂「文法jに関して言えば、イタリア語版には初版

から文字による説明はあったが、 18世紀後半の浩j翰なオルランデイ版 (5vols， 

Perugia， 1764 -67) に至るまで、図版は一貫して掲載されなかった。 だが、 1644

年のフランス語版にイラストが現れると(図23参照)、以後イタリアを除く各国語

版はこれを踏襲したため、女性「文法jが左手に「言葉は綴り、語形、そして発

音において正しく jというラテン語銘の入った帯をもち、右手にもった水差しで

植物に水を注ぐという構図が、リーパの文法!認の基本パターンになっていった。

バグリーはこれを「庭師としての文法」として取り上げ、体罰のモティーフの不

適切性を認めるものと位置づけたが、ことはそう簡単ではない。作文育学論集jの

tl1¥論を繰り返すことになるが、リーパの文法の寓意図は、対抗宗教改革という特

定の歴史を背景にして発達してきたもので、とくにキリスト教の神の愛を強調す

る新しい思想から大きなインスピレーションを受け、オットー・ウェニウスのエ

ンプレム・ブックの図案から着想を得ていた。

なお、われわれはこれまで文法図に教育や学習のイメージを読み取るという作

業を試みてきたが、この試みはリーパのケースでは一定の留保を付けなければな

らなし」というのも、 1625年にパドヴァで出版された新版 f図像学Jに f教育J

のテクストと図像が新たに加わっていたからである39)。イタリア語版は、先にも

触れたように、終始一貫して「文法Jのイラストを掲載しなかったが、それは

f文法jの項目が内容の異なるこつのテクストを常に抱えていたからであった(一

方は、鞭と「乳房からあふれ出す乳Jで、他方は、ヤス 1)と「植物への水やり J

で文法を記述)01644年のフランス語版の編者は、翻訳にあたって二つあったも

のをひとつにし、そして植物に水をやるテクスト記述を最優先させることで文法
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図21 図22

t(iRA1¥;1おももIRE台

@23 図24

@21 パレンティ ン ・ボルツ「文法の塔j、1548年

区122 パレンティン・ボルツ「文法の塔jの部分

図23 フランス語版リーパ [図像学』の 「文法J、1644年

|盟24 フランス語版 1)ーパ f図像学』の「教育」、 1644年
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「文法JのI:g]f象学

イラストを産み出していたが、その背後には、伝統的に文法図像が担ってきた教

育の機能は、「教育jのテクストと図像(図24) によ ってすでに表現されている、

とする基本的な考えがあった。要するに、リーパの f図像学jにあっては、「教

育Jと「文法jは分かちがたく結びついており 、かつ補完的でもあるのだ。

8. rシンボjレjほか

最後に、シン ボルを使用した図像類型を取り上げておこう O この図像パタ ーン

は、シン 7ドルそれ自体によってではなく、一般には学問の唱道者と文法の擬人像

がシンボルに媒介されて結びっく形式を取る場合が多い。 1200年頃に作られた

ミュンヘンの写本「哲学と学芸と詩人たちJ(図25)は、右手に炎を出す容器(水

差しないしフラス コ)をもち、左手に「私を通して適切に書き話す術が示されるJ

と書かれた帯をもっている若くて長い髪の乙女と、彼女と顔を向かい合わせ、立

派なガーメントを着、かつ左手に本をもっ聖職者姿のプリスキアヌスの二人で、文

法を表現している10)0 r炎jがイ可を示すかは不明だが、女性「文法Jが左手にもつ

;市を プリスキアヌ スも同時に右手でもつことで、両者の結びつきが強調されてい

るO

同様のパターンは、 1215年頃に母国語で出版され、13世紀から15世紀に渡って

繰り返 しコピー された Thomasinvon Zirclaere， Der walsche Gastの文法イラスト

(図26)でも見られる D ここで、は女性「文法」とプリスキアヌスが左右に座って互

いに本を開いてもっている4])。

中世の百科全書的精神が古代文化の基礎としてあった占星術を受け入れ、一つ

の普遍的な学 I~J] を構成しようとしたことが、セズネック作中々は死なずJ をはじ

めとする一連の研究によって近年明らかになってきた。ダンテ (DanteAlighieri， 

1265 -1321)も三学と四科の 7つの学芸が、最初の 7つの惑星に一致しているこ

とを認めていた。ダンテ以前にあっては、すでに見てきたように、学芸との結合

は人間の 7つの年代や聖霊の 7つの贈り物との間で一般的であったが、 14世紀以

降、学芸と惑星とのパラレルな関係が強調されてい くO

サンタ・マリア・ノヴェッラ教会のスペイン人礼拝堂「聖トマスの勝手IJJの図

では、自由学芸の女神の頭上にあるメダイヨンで対応関係が示された(図27)0
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1~25 1~26 

1~27 
図28

1~125 i文法」、ミュンヘンの写本「哲学と学芸と詩人たち」、 1200年頃

1~126 Thomasin von Zirclaere， Der walsche Gastの写本挿絵、 14世紀

図27 i三学のメダイヨンJ(部分)、サンタ・マリア・ノヴェッラ教会、 1365-67年

図28 í7l~1主l学芸と惑星j、チューピンゲンの細密画、 15世紀
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「文法Jの図像学

「文法Jには手に噴水器をもった女性が描かれ、天体は月であった。l噴水器をもっ

た女性で文法が表象されたのは、文法がまさに生徒が飲む最初の水、つまり最初

の学問であることを示すためであり、 )=1が選択されたのは、変化の多い子ども時

代が文法を学習する年代であると考えられたからである。ちなみに、文法以外の

学芸と年代および天体との関係は、「修辞学」が鏡を見る若い女性(青年期)で金

星、「弁証法Jが本に書き込みをしている男性で、水星、「音楽jが砂時計をもった

若い女性で太陽、「天文学Jが小鎌と鍬をもった老人で土星、「幾何学Jが武装し

た戦士で火星、「算術」が拐をもち王冠をかぶった国王で木星である D

15世紀のチューピンゲンの綿密画([ill28) 42)は、自由学芸と金属と惑星と曜日と

の関係を表現している。図は 7人の自由学芸の擬人像を描いているが、その配列

と文法の描写は他に類例を見ないものとなっている。学芸は、左から幾何学、論

理学、算術、文法、音楽、自然学(天文学の代わり)、修辞学である。これは擬人

像の下に記されている銘で特定できる。中央に位置し、右手に鞭、左手に玉第を

もち、玉Jttを被っているのが文法である o 学芸と惑星の関係はスペイン人礼拝堂

の「聖トマスの勝利」の図とは異なっているので、その対応の理由も含めて紹介

しておこう O

-幾何学と木星:両者とも動かし難い重要性を共有しているから 0

・論理学と太陽 論理学の学習は多くのものを見つけだすからO

-算術と金星:算術の計算は美しいから。

-文法と月:文法は第一の学芸であり、月も地球に最も近い惑星であるから O

対応金属は「金」。

-音楽と火星:火星 [箪神マ jレス]は兵士に武装することを促すから 0

・自然学(天文学)と土星:土星は星に最も近い惑星であるからo

-修辞学と水星:一方が第 3の学芸で、他方が第 3の惑星であるから。

なお、 ドイツ人画家マルティン・シャフナー (MartinScha白1er，1478 -1549) 

が1533年に描いたテーブルトップ(I亙29)43)にも 7惑星と 7白白学芸の対応関係が

描かれているが、そこでは文法は、豪華な衣装で身を飾り頭に王冠を戴いている

女性が、裸の幼児に授乳をしながら本を読んでいるもう一人の幼子の動きを注視

している姿で表現されている。
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図29

1%130 

1~29 マルティン ・ シャフナー函のテーブルトップ 0533年)と「文法」の部分I~

1~130 Iメルクリウスと子どもたちJ05世紀写本)と「文法Jの部分図
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「文法Jの図傑学

占星術が人気を博して惑星と自由学芸の関係が確立されていくと、やがて「惑

星の子どもたちJ(Planetenkinder)の図像が大量に産み出されてくることになる。

7自由学芸は「メルタリウスとその子どもたち」に属するが、そこで描かれる学

芸の多くは伝統的なもので、活動のシーンで表現される。 15世紀のドイツの写本

(1~ 30)44) は、教師と 3 人の子どもたちの活動様態で文法を表現している。その図

の中心では教師が子どもに体罰を与えている。子どもはズボンを下げられ、教師

の膝の上にうつぶせ状態で固定され、尻を鞭で打たれている。その前には比較的

大きな子どもが地面に座って本を読んでいる O 教師の後ろでは帽子を被った子とと

もがホーンブックを左手で立て、そこに刻まれている文字を右手でなぞりながら

学習している D

ill. 授業図の分析

以上、メタフアーとして描かれた文法図を中心に取り上げ、そのパターンの特

徴や出現-発展の時期を考慮して類型化してきた。この試みには、すでに述べた

ように、教師が生徒を教えるという授業場面で文法を表象する図は外しである O

それは、このタイプの図像が時代に関係になく描かれてきたという理由からだけ

ではない。一類型として扱われてしまうと、そこに含まれているさまざまなアレ

ゴリーやシンボル、また時代の変化の中で、生 じた、小さいけれども重要な差異が

見過ごされ、文字史料からだけでは見えてこなかった独自の教育観や教育実践の

変化を読み取ることが困難になる、と判断したからである。

一例を挙げて説明しよう O いま手元に1240年代後半に作成された Gossouinde 

Metz， Image du mondeのコピーが 5例ある D 百科全書的作品で、いずれも 7自由

学芸のシリーズの一環として「文法Jを表 したものである。制作年代は1277年か

ら1489年までと IIJJiiがある。

① Paris， Biblioth色queSainte心enevi色veMS. 2200， f. 57v. dated 1277. (図31)

② Paris， Biblioth色queNationale， MS. fr. 574， f. 27r. 14世紀. (図32)

① Paris， Biblioth色queNationale， MS. fr. 25344， f. 27r. c. 1350. (図33)

④ Caxton， Mirrour 0/ the 防 rld，C. 1480. (図34)
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1Zl31 

関32

医133

Izl34 図35

1;m31~ 図35 Gossouin de Metz， Image du mondeのコピー 0277年、 14世紀、 1350年頃、

1480年頃、 1489年)
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「文法Jの図像学

① Baltimore， Walters Art Gallery， MS. 199， f. 28r. dated 1489. 図35)

パグリーも①と③を取り上げているが、解説以上のものではない。これまで女

性で表現されてきた擬人像が男性、しかも彰のあるトンスラ頭、の修道士で表現さ

れている、①の教師が女性で描かれているのは絵師の誤りであろう、といった言

及にとどまっているのである O 図像の歴史研究の立場ーからすれば、生徒たちが初

期には上半身裸で授業を受けていた実態、 トンスラ頭の修道士から世俗の教師・

生徒への変化、教師の左手人差し指の指し示す方角の変化を問いたいが、これら

の点にはほとんど注意は向けられていない。構図的には大差はないが、明示的で

あれ暗示的であれ、そこに現れた変化に着目して意味を問うのは、図像研究者の

課題のひとつであるように思われる。

さて、われわれはいま授業場面で表象された文法図像に向かう足掛かりを得た

わけだが、図像の変化とその要因を明らかにするためには、スタート点となるべ

き像を確定しなければならない。ところがこれが少々厄介である。というのも、

時系列で確認できる最も初期 (900年頃)の文法図像は、実は、古代からの借り物

であったからである。

改めて図 lで紹介したカペラ写本の文法図を見てみよう口図は、切り妻造りの

~物の内部、教師「グラマティカ j、それに 19名の生徒集団から構成されている O

長い髪を持った女性「文法jは右手に教授杖をもち、左手を広げている。生徒た

ちはおそらく時段を利用して座っており、集団で一斉に授業を受けているように

見えるかもしれない。だが、書き板を手にもって最前列に座る左端の生徒が、教

師の左手に呼応するかのように右手を広げている動作に注目すれば、授業がこの

二者間で成りす，っていたことが分かる(最前列の他の二人は順番待ちの生徒であ

ろう)。授業の基本形態は個別授業である D 教15mと生徒開の教育的コミュニケー

ションの成立を表すこうした動作表現は、学校の授業では数例しかないが、教師

ソロモンを描いた図像ではしばしば見られる D 図36に掲げたのは1307年頃の聖書

の写本挿絵(大英図書館蔵)で、ソロモン王が息子レハブアム Rehoboamを教育

する場面を描し 3ている O ちなみに、この図の下には、実の子どもをめぐる二人の

母親の争いを裁いた有名な「ソロモンの知恵」のシーンが描かれている O
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カペラの文法図はさらなる問題を抱えている D というのは、それはカペラの

『結婚jの細密画であるにもかかわらず、テクストを忠実に視覚化したものではな

かったからである。カペラは結婚の祝し 3で花嫁「フィロ口ギアjに贈られる付添

人として 7自由学芸を位置づけ、擬人法で描写した。そして各々に生まれや経歴

を語らせることで各学芸の性格や特徴を規定していったが、最初に紹介された文

法は、学校教師のイメージとはきわめてほど速い存在であった。文法の擬人像は

「年配jの女性で、一方の手に象牙でできた箱を、他方の手にヤスリをもっている O

箱の中にはさまざまな道具が入っていて、「文法」は外科用のメスを取り出しては

患部を除去し、錠斉IJや内服薬を投じては気管やfli¥1をきれいにして、 j皇、づかいや発

音の誤り、田舎風の発音を矯正する O また芳香を発しては不快な音の響きを心地

良くする。「文法」がもう一方の手にもっているヤスリは高度な技術でイ土上げられ

ており、八つの部分に黄金の線で区切られている(八つの品詞を象徴:安JIl)0 こ

のヤスリで文法は「汚い歯や舌の疾患、それに文法違反で注意された下品な言葉

(使い)を磨いてきれいにする」のであるの)。

カペラが描く「文法Jは、要するに、単語やスペル、発音を教える教師という

よりも、むしろ誤った発音を正したり文法違反を産したりする矯正者、ないしは

医師のごとき存在であった。ちなみに、現在手元に時代の異なるカペラ写本の文

法図が7例あるが、初期の図像は総じてカペラに忠実ではない46)。ヤスリをもた

せて文法を描くよつになるのは13世紀以降からであるが、その全体的なイメージ

は記述とはほど速い。テクストに沿って比較的忠実にカペラの文法が描き出され

ているのは、カペラ写本ではなく、タロットカードにおいてであった。 1465年頃

に作成されたいわゆるマンテーニャ (AndreasMantegna， 1531 -1506)のタロッ

トカード (1~37) は、ローマ風のローブで身を固めた女性で「文法」をイラスト

している47)。

振り返って考えるに、ではなぜ¥レミギウスの注釈書は、カペラの文法を学校

の授業場原で:}1}i¥.t ¥たのだろうか。こうした疑問が当然のことながら浮かんでくる

が、これには次のような解答が用意されるのではないだろうか。注釈書の絵師

は、「文法Jが自己紹介の折に述べた以下のような経歴、すなわち、自分はオシリ

スがまだ国王であった|時代のメンアイスで生まれた古い学芸だが、人生の大半を
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「文法Jの図像学

ギリシアの哲学者の衣服を着て過ごし、ローマでは慣習にしたがってローマの外

套(英語版の脚注によれば、弁論家や教締の公式の衣報)を着ていた、という証

言を強調したくて、そのために古代モデルから学芸の教授の構図を借りてきたの

だ、と O エヴァンスは、文法の教師がもっ長い教授杖と、ポンペイの 7賢人のモ

ザイク画に描かれた哲学者の杖との類似性を指摘し、「神殿風の建物の前で、持ち

運びができる足載せ台に座っている人物というモチーフは、吉代にならった中世

のコピーのなごり jだと主張するが、私も賛成である48)。

以上の理由から、 900年頃のカペラ写本の綿密函を文法のイメージ分析の出発

点に据えることは適切ではないように思われる。それでは何をもって当てればよ

いのか。管見の限りでは、現在オーストリア留立図書館に所蔵されている 13世紀

初頭の図(関38)が、スタート図像としては最もふさわしいのではないかと考え

ている49)。

その図は建物の中のとある一室を描いている。上下二設に分かれているが、同

一の空間であったと考えられる。教師も生徒もともに裸足である O 部屋にベンチ

がないので(もちろん机もない)、生徒たちは直接土関に座って学習している O 後

代の fカトリーヌ・ド・クレーブの時祷書j(1440年頃)やカクストン版 f世界の

鏡，](1480年頃)では床に麦藁が敷いてあるのがはっきりと確認できるが、この図

では不明である O パリでは冬季に地面に直接座るのは寒いので、生徒たちは麦藁

をもって教室に向かったという。パリ大学のファル街=r麦葉通り jはここから

来ていると言われる O 床に夜張座って学習するという実践は、修道院学校で確立

されたものと思われる o 14世紀の写本に描かれたパリのアヴェ・マリア学寮の寮

生活を描いた細密画のーコマは、学生たちだけではなく、教師も床に座って教え

ている。興味深いのは、この実践が、生徒たちの学習と集回生活を規律づけるた

めに長らく支持されてきた教育慣行であったという点である。 1452年のパリ大学

の改革で有名な教皇特使エストゥトヴィル (Estouteville)枢機卿IJは、少年がベン

チに腰かけて学ぶことを、大学の堕落・放縦の明らかな証左だと指摘して、「うぬ

ぼれの程を若者から取り除く Jために、土問に直接座る古い習慣の厳守を要求し

ていた50)。

下段の生徒たちに注目しよう。他にも生徒がいるかもしれないが(右端の少年
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IZl36 IZl37 

IZl38 

IZl36 r忠子レハブアムを教育するソロモン王」、聖書挿絵、 14世紀初頭

函37 マンテーニャのタロットカード「文法」、 1465年頃

図38 r授業-教師と生徒J、手構本、 13世紀初頭
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「文法jの図{象学

を半分しか表現しなかった図はそのことを暗示している)、描かれているのは 5

人の子どもたちである O 彼らはいずれも動きを伴っている O 二部j-の書物が確認で

きる O 手で書き写すことによってしか本を生産することができなかった時代、生

徒全員が教科書を手にすることはきわめて稀であった。学校では生徒たちは一冊

か数i貯の教科書の周りに集まり、相互に問いかけながら学習する形態をとった。

子どもたち自身が子どもを教育する相互教授で、この習慣は以後長く文法学校に

残った。子どもたちの動きは、彼らが結語し記憶するために身体を揺すっていた

ことを暗示している。もちろん声を出しての記'1意であるから、そこには一定のリ

ズムがある O 左側の生徒たちによって広げられた本には、大天使ガブリエjレが受

Jl台告知の際にマリアに発した言葉一一AveMaria gracia plena (1めでたし、マリ

アO 恩寵に満ちるものJ)一ーが記されており、聖書がテクストとして使用された

ことを示している。

仁段では、左手を顎に据え、右手で鞭を振りかざす教師と、彼の前で脆づき、

両手を絢の*1で組み合わせている生徒がいる。両者の仁部には、 "Volostudere 

pie mgr [magister]" (1愛情深き教師よ、私は勉強するつもりですJ)の銘が大き

く舎かれている。絵の解釈は研究者によって意見が分かれるところであろう O 一

見すると、体罰を受けることになった生徒が教師に赦しを請うているようにも見

える O 事実、そのように見て、体罰による授業の留と解釈した研究者もいる。だ

が実際は体罰とは直接関係がない。教師が手を顎に添え、 j立を組んでいるのはひ

とつの証拠だが、それだけでは不十分と思われる方は、少々見えにくいが、植物

を図案化して描かれた背景のなかに記されている銘に注目してもらいたい。何と

かれているか。上部の無地に書かれた銘と同じ“Volostudere pie mgr 

[magister J"なのだ。 i司じ文章が二ヶ所にわたって一一文字に大小の違いはある

が、教師と生徒の問に一一記載されていることが、この!ZIが当時の授業の様子、

つまり、教師がまずラテン詩文法の手本となる例文を言って聞かせ、それに倣っ

て生徒が例文を復請して学習するという状況を図解したものであることを証明し

ている 5])。なお、鞭をもった教師に「私は勉強しますJと生徒に言わせているこ

の!習は、ラテン語文法の学習に当たっては生徒自らが教師に鞭打たれることを受

け容れていることを表しており、最も古いラテン語教科書の一つ、エルフリック
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(Aelfric)の f対話J(Colloquium: 11世紀)の一節を想起させる。

先生、未熟な私とともは無学で、間違った話し方をしていますので、ラテ

ン語で正しく話すことを教えていただきたく、お願いいたします。

(中略)

教師:勉強するとき、鞭で打たれることを望むかね。

生徒:知らないでいるよりは、勉強のため鞭で打たれるほうが私どもには大事

です。しかし、先生は穏やかな方で、私どもが強いなければ私どもを

打ったりなさらないことは知っています52)。

鞭は体罰の道具で、あることは確かだが、しかし何よりもそれは教師の権威や艇

のシンボルとして機能していた口 12世紀から13世紀にかけて建造されたゴシック

株式の大箆堂正面入口に自由学芸のレリーフが飾られ、そこに鞭をもった教師が

表現されたのも、おそらくこの機能を、教訓的要素を加えて強調せんがためで

あったと思われる O 古典学1~J1の中心地であったシャルトル大聖堂 02世紀)の王

の扉口の「文法」彫刻 (Im39)では、鞭と本をもった修道女らしい女性「文法J

が二人の子どもを伴っている。左のやんちゃな生徒は、本を読んでいる隣の真面

屈な生徒の髪を引っ張って勉強の邪魔をしている O そのために彼は罰として上半

身裸にさせられ、正座を命じられている。これは右の生徒が衣Jjiiで全身が覆わ

れ、個人用ベンチに坐っているのとは対照的である O いたずらは勉強中だったの

か、若干jを受けている少年は本を手にもっている D 鞭が娠われたのかどうかは判然

としなし )0 いたずらっ子は教師の鞭には脅えていないように見える o 1270年頃に

作られたフライブルグ司教鹿聖堂玄関口の「文法j彫刻 (1玄]40)でも、同様の構

図が採用されている O 良い子は教師jjの足下で、本を読み耽っている D もう一方の悪

い子は丸裸にされて、鯵道女姿の女性「文法jが彼の左耳をつまんでいる o 4世

紀のローマのパイダゴーゴスと二人の生徒を描いたテラコッタ像 (Im41)53)も、教

師が裸にされた子どもの耳をつまんで引っ張り上げているので、フライブルグの

「文法jはローマの体罰の表現様式のひとつを引き継いだものだと思われる O 生徒

の耳を引っ張る体罰jの1mは、数は多くはないが18i世紀にも存在している。キ 1)ス
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「文法jの図像学

ト教では一般に、耳は神の声を開くところであると同時に神の贈り物である知恵

を授かるところとされた。当然のことながら、記憶が学習の唯一の方法であった

教育の現場においても、耳は記'憶の宿るところ、知性の飾りとして、自や見るこ

とよりも重視された。

知識を求める人間の努力は神の知恵に依存しており、またそれに向けられてい

た。そのスタート点で子どもの努力を方向づけ、学習態度を規律づけていく役割

を担わされていた文法は、やがて極端に単純化されて、知的な教育のシンボルと

して本を、綾のシンボルとして鞭を手にするようになる。アルザス地方の女子修

道院の院長ランズベルグのヘルラート (Herradof Lansberg， c. 1130 -1195)が

初学者たちの教育のために作成した『悦びの庭j(Hortus deliciarum， c. 1175)の

細密画 (1~42) は、その最も初期の事例のひとつであった54)。大きな円形を使っ

て学問のすべてを要約したこの図では、 7つの自由学芸は、円の中心の「哲学J

(神の知恵と世俗の知恵、の上下二段で表現されている)の周りに 7本の柱で区分け

され、円環的に配置された。文法は、「誰もがわたしから文章、文字、シラブルの

何たるかを学ぶJの銘が入ったアーチの下で、乙女が鞭と本をもって立っている

姿で描かれたが、 7区画で割り 当てられた文法の席は、名誉なことに、哲学の真

上に位置していt::.o

こうした文法の表現と位置づけは、大学のカリキュラムの図解でも見られた。

13世紀後半の大学教育のプログラムの国(図43)55)では、最上位に「倫理学Jが務

と本をもって玉座に着き、四つの枢要徳一一すなわち、完全武装の騎士である「側

毅ム ワインに水を注ぐ「節市IJJ、関かれた本を示す「知恵J(1，思慮」の代わり)、

天秤をも っ「正義Jーーとつながっている。「倫理学Jの足は中央の円の上に置か

れているが、そこにいかめしく座っているのが、鞭と本を手にした「文法Jであ

るO 彼女ーからはさらに「自然学jと「論理学」がつながっている。大学教育にお

け'る文法学の意義と重要性が強調された函表だと言えるだろう。ちなみに、鞭と

本をもった文法像は、中等教育機関が発達した16世紀には文法学校の校章にも利

用さ~'Lた。 1~44はイングランド(ランカシャ一円、1)のノてラックノてーン Blackburn

校の校章である56)。

なお、この時期の文法表現でとくに注目しておく必要があるのは、教師の様式
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1Z139 図40

図39 シャルトル大聖堂の王の扉口の「文法」彫刻、 13世紀

図40 フライブルグ司教座聖堂玄関口の「文法J彫刻、 1270年頃

1;{{I41 ローマのテラコッタ「パイダゴーゴスと生徒」、4世紀

図42 ランズベルグのヘルラート『悦びの庭j、1175年頃
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図43

国45

図43 大学教育のプログラム、 13世紀後半

図44 文法学校 (Blackburn)の校章、 1567年

図45 I三学j、フランス諾版カペラ[結婚jの写本挿絵、 1200年頃
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化された表現法である。 1200年頃に作成されたカペラの書のフランス諾写本の細

密画(図45)57)を見てみよう O かなり大きなサイズのこの細密画は、「三学jをひ

とつの集団として措いたところに大きな特徴がある。 3人の女神は光輪をもった

姿で描かれ、各々の学問を特徴づける固有のアトリビュートをもっている。した

がってそこから誰がどの学問を表しているのか簡単に特定できるのであるが、誤

解が生じることを恐れてであろうか、絵師は用心深く頭Jこのアーチに学問名を

している。留は、左から、文法学、弁証法、修辞学である58)。絵師は三人を同じ

ように椅子に腰掛けさせ、目の高さも関じ位置に描いている O 絵全体の構成は二

つのアーチで区切られており、文法が弁証法や修辞学の前段階の入門的な学問で

あることを理解させようとしている O

このIZIにはkJ、後の文法1Z:lf象を規定する重要な特徴がいくつも含まれている O 最

初に iヨに付くのは、教師の像が学習者の像よりもかなり大きいという点である。

教師を大きく描くやり方は11世紀から15世紀の図像に共通して見られる特徴で、

初期のものほどその違いが大きい。これはおそらく教舗の威厳や学問の高貴さを

示すためだと考えられる。第二の特徴は、教師のシンボリックな所作にある。教

liniの右手に注目 O 彼は生徒が手にしている書物を指さして、「この頁を読みなさ

いjあるいは「ここの行を読みなさい」と生徒に指示を出している O この指さし

のポーズこそ、以後長きにわたって 7自由学芸の文法の擬人像や文法学校の教師

を描く際に悲!として定着していったものである。ちなみに、この指さしのポーズ

は、書物の供給システムが改善されて生徒たちが教科書を容易に入手できるよう

になると本来の機能を失い、形だけが残っていくことになる O

以上、教師にスポットライトを当てながら授業場面の文法図像を分析してきた

が、このタイプの悶像には、実は、もうひとつ別の決定要因が存在している O そ

れは生徒の所作および彼が手にするテクストである。われわれはすでに、授業を

受ける生徒たちの立ち居振る舞いや行動、衣服などについては、その都度言及し

てきた。これらは当時の学校の内部生活を垣間見せてくれるので興味深いものが

あるが、教育の歴史変化を見る上で決定的に重要なのは、生徒たちが授業に際し

て所持しているテクストである O

審物が容易に入手できない時代にあっては、一冊の本を徹底的に読み込み、そ
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こに記されている内容を一言一句暗請できるまでに記'憶することが、教育の基本

であった。 12世紀前半、サン・ヴイクト jレ修道院長で学校長も務めていたユーグ

(Hugh of Saint-Victor)が f学習論一読書の学習についてj(Didascalicon: de Studio 

legendi， 1128)で繰り返し説いたのは、この方法であった。本に個人的に接する機

会が少ない生徒たちは、限られた本の局りに集まり、相互教授で学習した。テク

ストの有無やその編成が教育や学習の形態、を規定するがゆえに、書物の生産(写

本)には並々ならぬ努力が傾けられてきた。学問や徳を擬人化して表した図像の

多くは教育用であるし、写本の頁が赤と黒で色分けして書かれたり、一文字ごと

に色が違えられたり、またときには頁全面にわたって彩飾が施され、欄外にさま

ざまな動物が描き込まれていくのも、すべて記憶を助けるためであった。この種

の研究は近年著しい成果をあげてきたが、ここで注目したいのは、そうしたテク

ストの中身に現れた変化ではなく、子どもや生徒たちの学習のあり方である。

再度、カペラの書のフランス語写本の綿密画に注告しよう(図45参照)。生徒は

ー ilなの書を膝の上に置いている。よく見れば、そこには“partesorationis"という

銘が打つであり、ドナトゥスが著した「演説に関する小著J(De partibus orationis 

ars minor・)がテクストであることが分かる。これは一体何を意味するのか。授業

場面で掛かれた文法図像の変化を追っていくにあたって常に留意しておかなけれ

ばならないのは、中佐およびルネサンス期を通して初等レベjレの文法教育の実践

はほとんど変化しなかったため、国がととのレベルの授業風景を描き出しているか

は、生徒が所持している教材-教具が何であるかを特定することによって判読可

能である、という点である。

1~146は、イタリアのヒューマニストであるニッコロ・ペロッテイ (Niccolò

Perotti， 1429/30 -1480)が1468年に脱稿した f基礎文法j(Rudimenta grammatices) 

の扉絵である59)0 1473年に初版が出るや否やたちまち大ベストセラーになった。

それはこの作品が、アルファベットや詩篇集から始まって、統語論などの中等文

法を学び、そうして入門的な修辞学や書簡作成法 (artesdictaminis)に至るまで

の、ラテン語文法教育の全範囲をカバーする最初の文法教科書であったからで

あった。

すでにわれわれは、 1430年代のjレカ・デッラ・ロッピアの「文法j彫刻や15世
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紀末の絵画「知識の丘」、 1503年のライシュの f哲学宝典』の文法図などの分析を

通して、文法学やその学習が 7自由学芸の枠組みから少しずつ外れていったこ

と、言い換えれば、文法学それ自体が「思弁的文法Jから「教育的文法」へと変

化し、かっく手段としての文法〉と(学問としての文法〉とに分離したこと、ま

た文法学習が三つのレベル、つまり、ホーンブックによる学習とドナトゥスおよ

びプリスキアヌスの教科書を使つての学習に分化していることを指摘してきた。

1548年の「文法の塔」が描いている塔の入り口前の生徒たちに注目すれば (1:m22
参照)、初期段階の学習はさらに縮かく「アルファベットを習っている生徒たち」

(Alphabetarii)、「音節 ・綴りを習っている生徒たちJ(Syl1abatarii)、「朗読・暗唱

をする生徒たちJ(Recitantes)、「活用変化を学んでいる生徒たちJ(Conjungentes) 

に区分することができる。しかも最初の二人の子どもがホーンブックを手にし、

門近くに立つ二人が本(おそらく「プリマーJ)を読んでいることを考慮すれば、教

材・教具によって学習の順序も分かつてくるのである O

整理しておこう D 文法の基礎学習はほぼ以下の手}II棄を踏んで進行する。

i )まず、声を出して abcdを復唱する。

ii )タブラないしホーンブックに刻まれたアルファベット文字を、指ないし

フェスキューと呼ばれる文字指し棒でなぞりながら声を出して読む。

iii) rフ。リマーj(小祈祷書)を通して「主の祈り J、「アヴェ ・マリアム「使徒

の信仰告白J、「竪十字架への呼びかけ」、詩篇第51編の「ミゼレレ MiserereJ、

「サルベ・レジナ」を記'憶する O

iv)ドナトゥスの『小文法』で八品詞を学び、『カトーの対句jCDistichαCatonis) 

を通して位俗の賢明さや有徳的で社会的な行動、またこの世の運命に対ーする

忍耐を学ぶ。

ところで、わレネサンス期イタリアの学校教育jの著者ポー jレ・グレンドラー

(Paul Grendler， 1989) は、中世と jレネサンス期には中・高等段階のラテン語の文

法教育に大きな断絶があったと主張して、その根本原因を両者の文法観の違いに

求めていくが、その|捺彼がルネサンス期の文法観の典型例とみなしたのは、先述
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「文法Jの図{象学

のニッコロ・ペロッティの考えであった60)。グレンドラーによれば、中世の人々

はセピリアのイシドールに散って、「文法は正しく話す学問で、自由学芸の起源と

基礎であるjとする見解を抱いていた。これに対しペロッティは、「文法は、作家

や詩人の読み物で、遵守されている正しく話しかっ書く学芸であるJとする考え方

を提起した。このラテン語を「正しく話しかっ蕎:く」ことができる人間を形成す

るために、ルネサンス期の教師たちは従来とは異なった教育方法を採ることに

なった。つまり彼らは、文法の基礎の勉強が終わるとすぐにキケロやウェルギリ

ウスの作品を読ませたのであった。これは、基礎勉強後にアレクサンドル・ドゥ・

ヴイルデュ (Alexanderde Villedieu， c. 1175 -1240)のラテン詩文法教科書『ド

クト 1)ナーレ(青少年の教育)Jl (Doctrinale puerorum， 1199 )を介して、言語その

ものの性質を吟味する文法の勉強へと向かっていった中世の教師たちとは違って

いた。グレンドラーは、この結果として jレネサンス期に文法の地位は低いものと

なって、文法家たちは子どもたちを教える劣った人物となったと主張するが、こ

こでは、これに関連してとくに以下の 3点を指摘しておきたい。

第一は、書簡作法と結びついていた中世の思弁的文法から解き放たれたこと

で、また書き言葉としてだけでなく、新たに話し言葉としてその重要性が認識さ

れたことで、文法の学習に対する需要が著しく拡大したこと。そして、この需要

に応えていったのが、 15世紀中頃に発明された活版印刷によっていち早く世に送

り出されたラテン語文法教科書であったという点である。現在Web上に公開され

ているインキュナブラを見ても(バイエルン州立図書館の電子図書が詳しい6]))、

ドナトゥスの初、文法jやアレクサンドルの『ドクトリナーレjをはじめとする

文法書が他の作品よりも圧倒的に多い。一冊の本で進度にあわせてレベルアップ

がはかれるペロッティのような文法書が176版を数え、またラテン語学習を補助

する実用文法書が多数産みI.:Hされてきたのも、こうした文法学習の需要拡大に負

うている。ここでは1485年にアントワープで出版された初級者用の教本自の

学習が配分された青少年のラテン語練習校Jl (Exercitium Puerorum grammaticale 

μr dietas distributum :以下、 fラテン語練習 11則と III各)62)をひとつの事例として、

この時期、初級のラテン語文法書がかくも大量に求められていった背景を考えて

みることにしよう O
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fラテン語練習i技jは、学校に通わなくても誰でもが自学自習で話し言葉のラテ

ン語を習得できるようにすることを E的としていた。このため、ネーデルランド

だけではなく、 ドイツ語圏においても広く利用された(ドイツ語の初版は1491

年)。その警の序文冒頭で、匿名の著者はこう高らかに文法の存在意義を謡う 63jo

「ラテン諾とギリシア諾を教える文法とその教授の実践は、他のすべての学芸や

すべての上級学問の追求よりも非常に有益であり、かつ必要であると考えられて

いるので、文法は正当にも、“私がいなければ、あなた方は何もできないだろう"と

主張できる。

哲学者たち、雄弁家たち、神学者たち、法律家たち、博士たち、学者たちは、

文法が教えてくれるギリシア語やラテン諾がなければ何もできない。あなた方に

尋ねよう。文法を知らない人間が詩人でありたいなどと望むだろうか。文法がな

ければ一体誰が歴史家になりたがるだろうか。法廷弁護士も然り。異端と議論し

て打ち負かす討論者もそうだ。最後に、文法がなかったならば、他のどの学院の

学者になれなかっただろう。文法を取り除くと、クインティリアヌスに従えば、

あらゆる学問の努力は確実に無駄骨となる。文法がより本格的な学問の源泉とし

て正しく位置づけられないのであれば、あなたがどんなに高いものを打ち立てた

としても、それはことごとく倒れてしまつだろう O このように文法は、他の学芸

に対して、“私がいなければ、あなた方は何もできないだろう"と主張できるので

ある。」

第二に指摘しておきたいのは、 1480年代以降に大量に出回った文法教科書が、

教育のあり方そのものを大きく変えることになったという点である。従来とは

違って、生徒たちが全員教科書をもって授業を受けられるようになったという現

実は、教育の実践に革命的な変化をもたらした。教師はもはや大声で生徒たちに

テクストを一行一行読み上げる必要はなくなったし、生徒たちも文章を記憶する

ことに専念する必要がなくなった。『ラテン語練習 11辰』の著者は、印刷術の発明が

もたらしたかかる恩恵を指捕しながら、新たな教育実践の可能性を提案する O
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「校長や教締や朗読者は、声に出して読んだり、怒鳴ったり、大声でi江1-んだりし

て、懸命に努力しなくて済むだろう O 代わりに、生徒たちに(彼らの能力や経験

や年齢に応じて)長い文章や短い文章を与えて、読ませたり、読み直させたり、

要約させたり、また自分で反復するようにさせたりしよう O そして彼らが課題に

取り組み、教師に暗唱した後は、生徒同士が互いに、これまで彼らが開いたり取

り組んできた事柄に関して、一週間に一二度質問を出し合って答えるようにさせ

よう。[間違った答えに対しては]互いに順番に体罰を与えるようにさせよう。互

いに罰するというこのプロセスは、彼らに驚くべき理解を与えることになる。J

第三に、この時期、文法家たちは子どもを「教育するJという新たな機能を獲

得したことを指摘しておきたい。これを最もよく表しているのは、揺箆期のラテ

ン語文法書の挿絵である。図47、図48、図49は『ラテン語練習帳jのタイトル頁

に使われた 3点であるが、いずれも比較的使用頻度の高い木版画であった。デザ

インはいくらか異なっているものの、教師が複数の生徒たちに話しかけ、生徒た

ちが教科書にメモ書きしたり、教師に語りかける姿で描かれている o I~::J世の文法

図像に見られた女神や女性の擬人像、 トンスラ頭の男性教師や学問の典型人物は

もはやいない。アレゴリー的表現もない。教師の権威のシンボルである鞭はとき

に描かれているが、基本的にあるのは、諾りかける教師と、教師の話に耳を傾け

るか、あるいは教科書に Bをやっている生徒たちである O

文法IZlf象と教育の結合イメージを根底から支えているのは、「教育する学者」ない

しは「教育する聖人」のイメージの登場である O 図47はトマス・アクイナス64)を、

図48はア jレベルトゥス・マグヌスを、図49はアリストテレスを示唆している。高名

な学者や聖人たちが学校で教えるというシーンは、子どもの教育に積極的価値を与

えた。たとえば、ゴッツォリ (BenozzoGozzoli， c. 1421 -1497)はサンジミニアー

ノの教会の壁に「アウグスティヌスの生涯jを描いたが、その一場面は少年アウグ

ステイヌスが学校で熱心に勉強するシーンであった。また大アjレベルトゥスの生涯

を描いた作品のーコマには、少年トマス・アクイナスが生徒として仲間 5人と一緒

にアルベルトゥスの授業を受けている菌も描かれている O こうした図は学校で学ぶ

ことの意義を高めることに寄与したーそう私は主張したいのである。
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図47 図48

lXl46 NiccoJo Perotti， Rudimenta grammatices， Venzia， 1495. 

特fffMFilm〆

図的

1~147 Exercitium grammaticaJe puerorum per dietas distributum， Strasburg， 1500 

区148 Exercitium grammaticaJe puerorum per dietas distributum， 1500 

1~149 Exercitium puerorum grammaticale per dietas distributum， Koln， 1496 
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さらに特筆されるべきは、函47のデザインを最初に考案し使用した文法書(函

50a)が、本文をボエテイウスが、注釈をトマス・アクイナスが書いたと宣伝して

いたため、そのデザインが多くのヴァリエーションを産み出し(盟50のa、b、c、

d、e、f)、さらにそれを、ケルンで最も多作な印刷者であったハインリッヒ・ク

エンテル (HeinrichQuentell， d.150l)が1490年にはじめて用い、加えてドイツ各

地の出版者たちが文法書J;)、外で繰り返し使ったこともあって、区150のデザインの

使用頻度は他の木版画をはるかに凌駕していたという点である O ちなみに、この

図像パターンには必ず、「聖なる博士の信仰の教えを受け入れよJ(Accipies tanti 

doctoris dogmata sancti) と書かれたラテン諾銘の吹き流しがあった。

文法教科書:の挿絵に用いられた木版画が強調するのは、学校での教育それもラ

テン語の教育である。この教育の価値を訴え、学校へ通うことを奨励するため

に、文法教科書の授業図はより規模の大きな教場を独立したイメージとして登場

させていくことになる(図51)0 図は基本的には自由学芸の伝統と結びついている

が、アレゴリー的ではなく、純粋にイラスト的である。また大きな哲学的プログ

ラムを表示する代わりに、世俗的な授業場面や学翠の上達j支を描いていく O 他

方、文法教科書の外では、「教育する学者jや「教育する聖人jのイメージと並行

して、イエスを学校に連れていくヨセフとマリアをテーマとした図像が15世紀後

半から現れ始め、そしてついには、鞭をもった教師が生徒たちを教えている教場

の中に入って、マリアが幼児イエスの教育を学校教師に依頼する菌像が出現する

ことになる。

15世紀後半に現れた変化をどう位置づければよいのかという問題は、教育史上

のいわば大問題で、ある。ルネサンス・ヒューマニズムのインパクトを強調する論

者たち一一一たとえば、ガレン (EugenioGarin)やグレンドラ一一一ーは、中世と jレ

ネサンス期との関に大きな断絶を見て、ルネサンス期の教育の革新性を強調す

るO ところが、ルネサンス・ヒューマニストのいわば教育チャンピオンであった

グアリーノの教育実践を調査したグラフトンとジャーダイン (AnthonyGrafton 

and Lisa J ardine， 1986) 65) は、 I~ヨ世ーからの連続性を認め、ヒューマニズムを近現代

における教育のリベラル・アーツ運動の源泉とみなす考えを否定した。と同時に、
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図50 Boetius de disciplina scholarium cum llotabili commento， 

Colonia， 1493 (a)と5点の変型パージョン (b，c， d， e， f) 
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1;g151 Alexander [de Villa Dei]， Doctrinale， Nurnberg， 1500. 
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ラテン語の文法教育は道徳的な性格形成でもあったとする見解をも廃棄した。グ

ラフトンとジャーダインが発した問題提起は、初中等レベルの文法教育のカリ

キュラム分析を通して連続・非連続の問題にアプローチしているブラック

(Robert Black， 2001)66)に受け継がれていったと私は考えているが、こうした文献

学上の研究との接点を保ちながら教育イメージの展開を探ることが、今後の課題

として残されている。

注

1) see The Virtual Museum 0/ Education lconics. 

http://education.umn.edu/EdPNiconics/default.htm The Reading Room: Telling Images 

in the History of Western Educationに論文が公開されている。ただし、初出の論文に

手が加えられているものもある。

2) Ayers Bagley，“Grammar as Teacher: A Study in the Iconics of Education，" Studi白 ln

Medieval and Renaissance Teaching， 1(1)， 1990， 17-48.前掲の TheReading Roomでも

この論文は読むことができる。

3 )パグリーはそう主張する。「イメージ制作者がなぜ入門レベルの文法教育を強調するこ

とを好んだのか、その理由を理解することは難しいことではない。要するに、彼らは面

白い絵を創作することに挑戦していたのだ。初等文法教育を絵画のテーマに選ぶこと

によって、彼らは子どもの像を使い、それで、構成にさまざまな変化をつけて満足したj

と。 Bagley，ibid.， p. 33. 

4) 7自由学芸および文法の図像に関する先行研究として私が参照したのは、主に以下の

作品である(ノtグリーは除く)0 Rudolf Wittkower，“Grammatica:仕omMartian us 

Capella to Hogarth，" Journal 0/ the 杯匂rbu1宮 Institute，vol. 2， no. 1 Gul.， 1938).この論

文は後に RudolfWittkower， Allegory and Migration 0/あ!mbols，London， 1977. crアレゴ

リーとシンボル図像の東西交渉史』大野芳材・西野嘉章訳、平凡社、 1991年)に収め

られた。 Ettlingeζ L.D.“Pollaiuolo's Tomb of Pope Sixtus IV;" Journα1 0/ the陥 rburg

and Courtauld Institutes， XVI， 1953， 239-274; Katzenellenbogen， Adolf. (1961/1980)， 

“The Representation of the Seven Liberal Arts." in Twel浮かCenturyEurope and the 

Foundation 0/ Modern Socie以 ed圃 byMarschall Clagett， et a1. Madison: Wisconsin， 39-

55; Evans， Michael W “Personifications of the Artes from Martianus Capel1a up to the 

end of the Fourteenth Century，" Ph. D. thesis (unpublished， 1970); Evans， Michael W 

"Allegorical Women and Practical Men: the Iconography of the Artes reconsidered.円 111

Medieval 杯分men，ed. Derek Baker， Oxford， 1978， 305-29; Alford， John A. “The 
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Grammatical Metaphor: A Study of its Use in the Middle Ages，" ~μculum ， 57， 1982， 

728-60; Huntsman， Je佐 ey F. “Grammar，" in: Wagner， David L. (edよ The Seven 

Liberal Arts in the Middle Ages， lndiana Uni. Press， 1983， 59-95; Wagner， David L. 

ed.，ημ Seven Liberal Arts in the Middle Ages， Indiana Uni. Press， 1983; Durantini， 

Mary F. The Child in Seventeenth-Century Dutch Painting， UMI Research Press， 1983; 

Mittelberg， Irene “The Visual Memory of Grammar: Iconographical and Metaphorical 

Insights，" meta戸horik.de02/2002， 2002. 6， 69-89. 

5) cf. Bagley (1990)， op. cit.， fig. 1; Evans (1970)， op. cit.， fig. 1; Rouche， Michel. ed. 

Histoire Generale de L'enseignement et de L'education en Fぬηce，4 tom. Paris， 1981， 1， 

213.現在}'¥ J) [五i立国書館に所蔵されているこの図版 (Paris，Biblioth何回 Nationale，

MS latin 7900A.) はきわめて有名で、自由学芸の [~l像研究ではたびたび紹介されている

が、本稿で採用したのはカットされていない版で、以下の書に所収。ハインリッヒ・

ベッセラー，ヴ、エルナー・バッハマン監修 f人間と音楽の歴史j第盟シリーズ:中世と

青楽の教育・第 3巻、ヨセフ・スミツ・ヴァン・ワースペルへ著「中世の音楽理論と教

授法J(音楽之友社、 1986年)の図版118087頁)0 

6) Bagley， 0戸.cit.， p. 31. 

7lオスターデやヘリト・ダウ、それにヤン・ステーンらの17-1:1:1:紀オランダの教育絵回を分

析したドウランティーニは、 16世紀後半以降、家庭環境や日常経験に根ざしたシンボリ

ズムが導入されたことで、文法の権威的イメージに体現されていた思想は徐々に否定

され、厳しさと優しさの二重の性質を有した文法が出現した、と主張する o Durantini， 

ゆ• cit.， pp. 101-105.ちなみに彼女は、鞭と乳で表象した中世のアラヌスの「文法jに、

この厳しさと優しさが結合した教師イメージの最初の萌芽を見ている (p.96-97)。

8) Bagley， 0戸.cit.， p. 31. 

9) Boethius， De consolatione philoso戸hiae.ボエティウス f哲学の慰めj、世界古典文学全集

第26巻、渡辺義雄訳「アウグスティヌス、ボエテイウス」筑摩書房、 1966年、 351-2頁。

ボエティウスの哲学園像については、 Masi，Michael. "Boethius and the Iconography 

of the Liberal Arts，" Latomus， 33， 1974， 17-75.を参照。

10) Leipzig， Uni. Bibl. Cod. Pal. Germ. 320， f. 67v. cf. Evans (1970)， op. cit.， fig. 104. Web 
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